ラット顔面神経麻痺モデルにおける人工神経誘導管を用いたinterpositional jump-graftの検討 by 新美 陽介
Effectively axonal-supercharged
interpositional jump-Graft with an artificial
nerve conduit for rat facial nerve paralysis.
著者名 新美 陽介
発行年 2015-11-20
URL http://hdl.handle.net/10470/31344
主  論  文  の  要  旨  
Effectively Axonal-supercharged Interpositional Jump-Graft with an 
Artificial Nerve Conduit for Rat Facial Nerve Paralysis.  
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【要  旨】 background: Bell 麻痺などの顔面神経麻痺に対して顔面神経本幹と
舌下神経の間に自家神経を端側縫合で神経移植を行う interpositonal jump 
graft（以下 IPJG）は過去に多く報告されている。しかし自家神経の採取は、
ドナー部での神経障害、瘢痕形成等の犠牲を伴う。本実験はレシピエント神経
と人工神経誘導管の端側神経縫合手技を確立し、ラット顔面神経麻痺モデルを
用いて人工神経による IPJG が可能であるかを検討した。  
ラット顔面神経麻痺モデルを作成後、長さ 1 cm の silicone tube に TypeⅠ
collagen 10µL を含有した人工神経を作成した。これを用いて顔面神経本幹～
舌下神経間に IPJG を行った。コントロール群として大耳介神経を長さ 7 mm で
採取し同様に IPJG を行った。術後 13 週での組織学的検査にて両群とも有髄神
経軸索の再生を認めた。また誘発筋電図検査においては両群とも顔面表情筋の
収縮を認めた。逆行性トレーサーにおいて顔面神経核、舌下神経核による神経
二重支配を確認した。ラットモデルにおいて人工神経を用いた端側神経縫合手
技を確立し、同手技による IPJG が可能であることを証明した。                                                                                       
